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　クレジット審査業務能力検定制度には、「クレディッター」（一般コース）とその上級制度である
「シニアクレディッター」があります。
　「クレディッター」は平成３年、「シニアクレディッター」は平成５年にそれぞれ創設し、平成29
年度までに両制度をあわせて約６万７千名の方が合格し、各社で活躍しています。
　本制度は、審査業務担当者が必要な項目を幅広く学習し、習得できる内容となっておりますので、
社内等の研修制度としてご活用ください。

【平成29年度クレジット審査業務能力検定試験成績優秀者】
　クレジット審査業務能力検定制度においては、特に優秀な成績を修めた合格者（全受験者の上位
１％程度）の方を「成績優秀者」として認定しております。
　平成29年度は、第36回クレジット審査業務能力検定分科会において、クレディッター４名、シニ
アクレディッタ―２名を認定し、その栄誉を称え表彰状と記念品を贈呈しました。
　以下に、成績優秀者が所属する会社（機関）名称および人数を紹介します。

審査制度について

クレディッター成績優秀者（計４名） シニアクレディッター（計２名）
‐ 所属会社（機関）名および人数 ‐

株式会社ゴールドポイントマーケティング（１名） 株式会社オーシー （１名）
株式会社セディナ（１名） 株式会社ジャックス（１名）
トヨタファイナンス株式会社（１名）
ヤマトクレジットファイナンス株式会社（１名）

会社名50音順

〈直近10年間のクレディッターの受験者数および合格者数〉 〈直近10年間のシニアクレディッターの受験者数および合格者数〉
年　度 受験者数（人）合格者数（人） 合格率 年　度 受験者数（人）合格者数（人） 合格率

平成20年 2,159 1,162 53.8％ 平成20年 1,347 775 57.5％
平成21年 1,780 1,486 83.5％ 平成21年 1,015 634 62.5％
平成22年 1,349 1,286 95.3％ 平成22年 974 362 37.2％
平成23年 1,230 1,161 94.4％ 平成23年 965 430 44.6％
平成24年 1,254 1,094 87.2％ 平成24年 928 372 40.1％
平成25年 1,598 1,325 82.9％ 平成25年 968 356 36.8％
平成26年 1,495 1,231 82.3％ 平成26年 1,028 233 22.7％
平成27年 1,445 986 68.2％ 平成27年 1,016 93 9.2％
平成28年 1,684 1,539 91.4％ 平成28年 913 321 35.2％
平成29年 1,517 1,391 91.7％ 平成29年 749 459 61.3％
合　計 60,310 51,210 84.9％ 合　計 38,971 15,938 40.8％

※クレディッターは平成３年に創設されています。
　合計の数値は設立当初からの数値です。

※シニアクレディッターは平成５年に創設されています。
　合計の数値は設立当初からの数値です。
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　クレジット審査業務能力検定制度は、法改正に伴う審査業務における対応等を反映
させるために、本制度を社内の研修制度等に組み入れている会社等の方針との整合性
を維持しつつ、より合理的で充実した制度とすることを目的としております。なお、
一般コースに合格していない方でも、直接上級コースを受講・受験することができます。

概 要

項目 一般（クレディッター） 上級（シニアクレディッター）

目
的

審査業務の基本的事項を修得する
ことにより、審査業務担当者の資
質の向上を図ること、また、適正
な与信の判断能力を修得するとと
もに顧客のプライバシー保護の重
要性を認識し、もってクレジット
業界の健全な発展とクレジット審
査業務に対する社会的評価や信頼
を高めることを目的とする。

審査業務の原理、クレジット業界の
動向、インフラ整備、担保ローン審査、
住宅ローン審査、法人審査、加盟店
審査、リース審査等の幅広い知識と
実施能力を修得することを目的とす
る。

対
象
者

・新入社員から５年位までの社員
・審査業務経験２～３年目の社員

・審査部門の管理者
・審査担当のスーパーバイザー等

教
材
の

構
成

・一般テキスト（全１冊） ・一般テキスト（全１冊）
・上級テキスト（全２冊）
※� �上級に一般のテキストが添付され
ます。

学
習
範
囲

原則として審査の基本的事項を学
習する
例）
・審査業務とは（営業・回収等と
の一連の流れ）
・割賦販売法
　�（自主ルール含む・与信分野を
中心とした事項）
・クレジット業界の現状

一般コースの範囲も学習する（原則
として一般コーステキストと上級
コーステキストにおいて同じ分野の
内容を扱わない）。
例）
・リスクマネジメント
・クレジット犯罪・不正使用の現状
と対応
・法の仕組み・分類等

試
験

出題範囲：一般テキスト
出題形式：正誤、択一、記述
試験時間：60分
合 格 点：70点

出題範囲：�上級テキスト及び一般テ
キスト

出題形式：正誤、択一、記述
試験時間：90分
合 格 点：80点
※� �上級コースの試験では一般コース
の範囲からも出題されます。

審査制度の概要について
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「JCA資格ＮＥＴ」について

データ管理ができる！
添削課題の提出状況・結果も確認できる！

結果データをダウンロードもできる！
重要なお知らせも確認できる！

とりまとめが大変・・
保管も面倒・・

これからは！
インターネットでの申込

今すぐ資格ＮＥＴにアクセス！

（イメージ） （イメージ）

※ 資格ＮＥＴを初めてご利用する場合は、申込責任者登録が必要です。詳細についてはサイト内
　 のご案内をご参照下さい。また、申込責任者と受講者では利用できる機能が一部異なります。

「JCA 資格ＮＥＴ」（以下「資格ＮＥＴ」といいます。）では、通信講座や試験
のお申込、添削課題の提出等をインターネットで行うことができます。

ログインは
ここをクリック

① 画面入力方式・・・・・・・・・画面に直接受講者情報を入力する方式
② ファイルアップロード方式・・・専用フォーマットに受講者情報を入力したうえでアップ

ロードする方式（大人数の受講申込の場合に便利です。）
③ 受講予定者事前入力方式・・・・受講予定者に自分の情報を入力するよう依頼し、責任者

が申込を承認する方式

通信講座のお申込は、以下の３つからお選びいただけます。

今までは・・
紙での申込

研修種別を選択し、会
員番号・パスワードを
入力

https://www.shikaku-j-credit.jp/jcw/index.html
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・�書面と資格ＮＥＴのどちらを利用するかを選択できます（届出等は不要です）。 
どちらを利用した場合でも、これまでどおり書面による受講者台帳等一式を送付します。

・�書面と資格ＮＥＴを併用することも可能です。 
※ 併用にあたっては、必ず下記の注意事項（２）を参照してください。

【利用にあたっての主なポイント】

（１）お申込について
　�初めて通信講座に参加される企業（会員関連企業を含む）につきましては、資格ＮＥＴを利

用して通信講座の申込をすることはできません。お申込方法につきましては、６ページをご
確認ください。

（２）書面と資格ＮＥＴの併用について
　① 併用できる例
　　 （例１）�Ａ社で受講者が２名いるうち、添削課題の提出を受講者Ｘは資格ＮＥＴ、受講者

Ｙは書面で行った。
　　 （例２）�通信講座の申込は書面にて郵送し、再受験の申込は資格ＮＥＴを利用して行った。
　② 併用できない例
　　 （例） 　資格ＮＥＴで通信講座の申込をした後、念の為に書面でも同じ申込書を郵送した。
　　　　 → �申込が重複してしまうため、必ず書面もしくは資格ＮＥＴのどちらか一方を利用

し、お申込ください。

（３）文字の表示および入力について
　�　「資格ＮＥＴ」で使用できる文字は「JIS 第一水準・第二水準」の文字です。氏名等に既

定以外の文字が含まれている場合は、置き換え可能な文字で入力してください。
　�　ただし、文字を置き換えた場合は、置き換えた文字で受講者台帳や修了証等に表示されま

す。なお、書面で申込した際に、規定以外の文字が含まれている場合は、「資格ＮＥＴ」上
では既定の文字に置き換えて表示します（受講者台帳や修了証等では、申込書に記入された
文字で表示します。）。

（４）締切日について
　�　書面と資格ＮＥＴでは、締切日が異なります。提出方法に合わせて、締切日までにお申込

ください。

【資格ＮＥＴを利用するにあたっての注意事項】

日本クレジット協会ＨＰにもリンクを掲載しております。

※推奨環境
Windows 版  Internet  Explorer  11、
Microsoft Edge、Firefox4.3

ただし、スマートフォン、フィーチャーフォンでの
ご利用は動作対象外です。

（イメージ）
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※ 上記日程は変更となる場合がございますので、あらかじめご了承ください。

開講前までにテキストと添削課
題をお届けします。

開講期間

8/1（水）～10/26（金）

通信講座開講（Ｐ.８～９参照）

試験結果と合格者分の合格証を
送付します。

送付時期
○クレディッター　　　　3/12（火）発送予定○シニアクレディッタ―　

合格発表（Ｐ.11参照）

検定試験の受験資格は通信講座
の修了年度を含む３年間
※ �対象者がいる場合は、こちら

から案内をお送りします。

案内時期
9/7（金）発送予定

申込締切日
10/26（金）
当日消印有効

11/9（金）
23：00

再受験申込（Ｐ.12参照）

書面 資格ＮＥＴ

本パンフレットP６の「受講資
格」と「申込方法」をご確認く
ださい。
※ �書面と資格ＮＥＴでは申込方

法が異なりますので、ご注意
ください。

申込締切日

6/22（金）
当日消印有効

7/2（月）
23：00

通信講座申込（Ｐ.６～７参照）

添削課題　２回
（マークシート方式）

添削課題提出締切日
第１回：9/28（金）
当日消印有効

第１回：10/2（火）
15：00

第２回：10/26（金）
当日消印有効

第２回：11/1（木）
15：00

通信講座添削課題提出（Ｐ.８～９参照）

○クレディッター
　60分間
　マークシートと記述方式
○シニアクレディッタ―
　90分間
　マークシートと記述方式

試験日

1/17（木）、1/18（金）
○クレディッター　　　　15：00～16：00
○シニアクレディッタ―　11：00～12：30

添削課題が、２回とも70点以上
の方には受験票を同封します。

送付時期

12/7（金）発送予定

通信講座結果・受験票送付（Ｐ.８～９参照）

検定試験（Ｐ.10～11参照）

審査制度の流れ

｝
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次のすべての要件を満たす者
（１）一般社団法人日本クレジット協会の会員企業・団体の役職員
（２�）上記（１）の会員企業・団体の関連企業及び業務委託先企業の役職

員で、上記（１）の会員企業・団体の代表者の推薦のある方
　　�（「関連企業」とは、当協会の会員企業等といわゆる親子あるいは兄弟

関係にある企業等をいいます。）

受 講 資 格

下記の表をご確認いただき、所定の方法でお申込ください。申 込 方 法

（申込について）

⑴　既に本制度に参加している企業について（初めて参加される企業は⑵を参照）

⑵　本制度に初めて参加される企業

会員種別は
「会員企業」ですか？

あるいは
「関連企業」ですか？

申込方法は
「インターネット」ですか？

あるいは
「郵送」ですか？

申込方法は
「インターネット」ですか？

あるいは
「郵送」ですか？

資格ＮＥＴで申込

○クレディッターは、書面A、Bを郵送
○シニアクレディッタ―は、書面Ｃ、Ｄを郵送

資格ＮＥＴで申込　＋
○クレディッターは、書面A、Ｅを別途郵送
○シニアクレディッタ―は、書面Ｃ、Ｅを別途郵送

○クレディッターは、書面A、B、Ｅを郵送
○シニアクレディッタ―は、書面Ｃ、Ｄ、Ｅを郵送

会員企業

関連企業

（注1）書面は下記のとおり
　Ａ：クレディッター申込責任者記入用紙（P．14）　　　　Ｂ：クレディッター受講者記入用紙（P．16） 
　Ｃ：シニアクレディッター申込責任者記入用紙（P．18）　Ｄ：シニアクレディッター受講者記入用紙（P．20）
　Ｅ：推薦状（共通）（P．22）
（注2）FAX、電子メール等のデータによるお申込は受付ておりません。

初めて参加される企業は、「会員企業」、
「関連企業」に係らず、書面でのお申込
になります。
なお、郵送にて通信講座のお申込受付
後に、資格ＮＥＴにログインするため
の IDとパスワードを発行いたします。

郵送

郵送

インターネット

申込方法は
「インターネット」ですか？

あるいは
「郵送」ですか？

申込時点では利用不可

書面A、B、Cを郵送

郵送

インターネット

インターネット

１．クレディッター、シニアクレディッター通信講座
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締切日は、申込方法により異なります。

書　面 資格ＮＥＴ

６月２２日（金）当日消印有効 ７月　２日（月）２３：００

※ 申込締切日以降のキャンセルはお受けできませんのでご注意ください。

申込締切日

（１）申込責任者一括
　　テキスト等を申込責任者宛に一括で送付する場合
　　クレディッター� １人　１２，０００円（税別）
　　シニアクレディッター� １人　１５，０００円（税別）

（２）受講者個人宛
　　テキスト等を受講者個人宛に送付する場合
　　クレディッター� １人　１３，０００円（税別）
　　シニアクレディッター� １人　１６，０００円（税別）
　　※ �上記受講料には本年度の検定試験の受験料を含みます。なお、講座

未修による、受験料相当額の返金はいたしかねます。

受 講 料

　本申込では、再受験の申込はできません。別途、９月初旬頃に事務局よ
りご案内させていただきます。そちらをご確認いただき、お申込ください。
　ただし、締切日は申込方法により異なりますので、12ページをご覧くだ
さい。

再 受 験 者
の 方 へ の
ご 注 意

〒１５０－８６８１
日本郵便　渋谷支店留
一般社団法人日本クレジット協会　人材育成部行

申込先・
添 削 課 題
提 出 先

クレジット審査業務能力検定制度における成績優秀者の取扱い等に関して
◎　�本制度の試験結果における成績優秀者については、会社名、氏名等を本会会報などに掲載すること

もありますので、ご了承ください。

クレジット審査業務能力検定制度における個人情報の取扱い等に関して
　本制度における、申込責任者および通信講座受講者、試験受験者、試験合格者などの個人情報は、当
協会が行う本制度の事業に係る案内の発送、申込責任者および受講者等の管理、事務連絡、教材等の発
送、請求事務などに利用させていただきます。
　また、本制度における通信講座、検定試験の結果等の事務連絡は、ご本人が所属する会社の申込責任
者を通じて行います。
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（クレディッター、シニアクレディッター）
平成３０年８月１日（水）～１０月２６日（金）
※ P９提出期限をご確認ください。

受 講 期 間

（クレディッター、シニアクレディッター）テ キ ス ト

（クレディッター、シニアクレディッター）

解答方法 提出方法

資格
ＮＥＴ

資格ＮＥＴ上
に直接入力

ＷＥＢ 受講者本人が提出

書面
書面（マーク
シートの解答
用紙）に記入

郵送

テキスト等を会社
一括送付で申込ん
でいる場合

➡
貴社の申込責
任者を通じて
提出

テキスト等を個人
宛送付で申込んで
いる場合

➡
受講者の方が
直接提出

（注）�提出期限後に提出された場合は、未提出扱いとなり講座は修了できま
せん。

添 削 課 題

（通信講座について）

テキスト送付 申込時に指定された宛先に、開講日までに届くよう送付します。

※ 上記テキスト見本は平成２９年度のものになります。
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（クレディッター、シニアクレディッター）
　添削課題において、第１回・第２回の添削課題を期限内に提出し、すべ
てにおいて１００点満点中７０点以上の得点者を通信講座修了者と認定
し、検定試験の受験資格が付与されます。
※ 講座修了者には、講座修了証が発行されます。

修 了 者

添削課題の提出期限は、解答方法により異なります。

事　業 書　面 資格ネット

第１回　添削課題提出期限
９月２８日（金）
当日消印有効

１０月２日（火）
１５：００

第１回　採点結果返送（予定） １０月１８日（木）

第２回　添削課題提出期限
１０月２６日（金）
当日消印有効

１１月１日（木）
１５：００

第２回　採点結果返送（予定） １２月７日（金）

提 出 期 限

一般社団法人日本クレジット協会　人材育成部
〒１０３－００１６
東京都中央区日本橋小網町１４－１
　　　　　　住生日本橋小網町ビル
TEL　０３－５６４３－００１１（代表）
　　　０３－５６４３－００１８（人材育成部直通）
E-mail：jinzai@jcredit.jp
※ お問合せ先と通信講座申込先・添削課題提出先は異なりますので
　 ご注意ください。

お問合せ先
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（クレディッター、シニアクレディッター）
通信講座を修了後３年以内の方
平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度通信講座修了者
（通信講座修了後、検定試験に欠席された方、不合格となった方は、通信
　講座修了の年度を含む３年間は受験資格があります）

受 験 資 格

（クレディッター、シニアクレディッター）
　平成３０年度の通信講座を修了した方は、平成３０年度の検定試験の申
込を改めてする必要はありません。ただし、再受験の方は、改めて申込を
する必要があります。平成３０年９月上旬に再受験のご案内を送付いたし
ますので、必要事項をご記入の上、返送してください。

試 験 申 込
に つ い て

平成３１年１月１７日（木）／１８日（金）
シニアクレディッター：午前１１時から午後１２時３０分まで（予定）
クレディッター　　　：午後３時から午後４時まで（予定）

試 験 日

１月１７日（木）：仙台、東京①、名古屋①、大阪①、高松、福岡①
１月１８日（金）：札幌、東京②、名古屋②、大阪②、広島、福岡②、沖縄

※ �会場は、試験案内時に詳細をお知らせいたします。なお、会場を指
定することはできません。

※ 仙台、高松は１月１７日（木）のみ実施
　 札幌、広島、沖縄は１月１８日（金）のみ実施となります。
※ �試験日、受験地区、会場等は都合により変更となる場合がございま
す。

※ �平成２８年度より沖縄地区は、隔年実施となりました。
※ 盛岡地区は実施見送りとなりました。

受 験 地 区

２．検　定　試　験
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（クレディッター、シニアクレディッター）
　受験地区については、前年度の受験申込（最少催行人数）を考慮して設
定されます。

受 験 地 区
に つ い て

クレディッター
　�試験問題は、原則としてテキストの内容から出題されます。検定試験は
○×式、択一式、記述式で実施します。（６０分）

シニアクレディッター
　�試験問題は、原則としてテキスト（含む：クレディッター）の内容から
出題されます。検定試験は○×式、択一式、記述式で実施します。（９０分）

内 容

クレディッター
　�１００点満点中７０点以上の得点者を合格者として、申込責任者宛に通
知します。合格者には、合格証を授与します。
　また、成績優秀者には表彰状と記念品を贈呈します。

シニアクレディッター
　�１００点満点中８０点以上の得点者を合格者として、申込責任者宛に通
知します。合格者には、合格証を授与します。
　また、成績優秀者には表彰状と記念品を贈呈します。

合 格 基 準

　当協会では、より多くの方々に受験していただくため、おからだの不自
由な方々が受験できる体制を整えております。
　申込責任者の方を通じて試験日の１ヵ月前までに事務局にご相談くださ
い。

おからだの
不自由な方の
受験について
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３．再受験について

お 申 込 に
つ い て

　再受験資格者のリスト「再受験申込書」を申込責任者宛にご送付します
ので、再受験を希望する方がいない場合でも、必ず書面（申込書）または、
資格 NET にてその旨をご回答ください。なお、本パンフレット付属の申込
書では再受験のお申込はできませんので、ご注意ください。

申込送付時期 平成３０年９月７日（金）発送予定

※ 新規申込と重複した場合でもキャンセルはできませんのでご了承ください。

※ �平成３０年１１月下旬に再受験者数を乗じた金額の請求書を申込責任者宛に送付
します。

※ 検定試験を欠席した場合は、受験料の返金はできませんのでご了承ください。

申込締切日 書面　　 ：平成３０年１０月２６日（金）当日消印有効
資格 NET：平成３０年１１月９日（金）２３：００

再 受 験 料 クレディッター　　　：１名　６，０００円（税別）
シニアクレディッター：１名　７，５００円（税別）

平成３０年度の通信
講座を受講中の方は
必要ありません。

４．テキスト販売について

　再受験者、クレディッター・シニアクレディッター検定制度合格者、申
込責任者の方が、販売対象となります。
※ 添削課題は付属しません。
※ �パンフレット付属のテキスト申込書（P２４）又は資格 NET 内の「書

籍・テキスト購入」ページよりお申込ください。
※ �シニアクレディッターテキストには、クレディッターテキストも付属し

ます。（テキストのバラ売りはできません。）

お 申 込
に つ い て

クレディッターテキスト　　　　１組　３，０００円（税別・送料込）
シニアクレディッターテキスト　１組　５，０００円（税別・送料込）

販 売 価 格

12



❖推薦状（P２２）
・ただし、「会員関連企業」（非会員）については、会員企業を通じて、申込の年度ごとに推薦状を
ご提出ください。

❖受講者記入用紙（P１６、P２０）
○�「受験日および受験希望地」
　　必ず１地区を選んでください。
○�「営業所名」、「部署名」、「役職名」、「社員番号」
　　�記入は任意です。ただし、下記の字数制限を超えた場合は、制限字数までしか反映されま

せんので、あらかじめご了承ください。
　　「営業所名」「部署名」　２０文字以内
　　「役職名」　　　　　　　１５文字以内
　　「社員番号」　　　　　　１０文字以内
○�「送付先」
　　�申込責任者記入欄の「テキスト等の送付先」を受講者個人宛に○をつけた場合のみ記入し

てください。その際、送付先が会社宛か自宅宛かを必ず記入してください。なお、申込責
任者一括に○をつけた場合、「送付先」は記入しないでください。

○ �受講者が５名以上の場合は、お手数ですが、受講者記入用紙をコピーして記入してください。

❖申込責任者記入用紙（P１４、P１８）

○ 各社１名の申込責任者を立てていただくことが必要です。
○「テキスト等の送付先」
　　申込責任者一括か受講者個人宛のどちらかを必ず選択し、記入してください。
　　※ �後で変更することはできませんので、お間違いのないようご注意ください。
○「部署名」「役職名」
　　�１５文字以内で記入してください。字数制限を超えた場合は、制限字数までしか反映され

ませんので、あらかじめご了承ください。
《会員企業・団体の申込の場合》
○「①会員企業・団体における申込責任者」欄
　　当該企業の申込責任者が記入してください。

《会員関連企業（非会員）の申込の場合》
○「①会員企業・団体における申込責任者」欄
　　推薦をする会員企業・団体における申込責任者が記入してください。
○「②会員関連企業（非会員）における申込責任者」欄
　　当該企業の申込責任者が記入してください。
　　※ �申込は、①にご記入いただいた会員企業・団体を通じて行ってください。
　　※ �申込の年度ごとに推薦状が必要となりますので、申込の際に提出してください（P６を

ご参照ください）。
○ �クレディッター、シニアクレディッター両方申込をいただいた場合でも必ず申込責任者記

入用紙は両方ご提出ください。

申込責任者とは、各社における受講者や再受験者を把握し、受講者の添削課題の取りまと
めや認定者の所属の確認等を行っていただく方です。
なお、申込責任者の方は、当協会の定める「個人情報に関する基本方針」に準じた認定制
度にかかわる個人情報の保護に努めていただきますようお願いします。

申込書記入上のご注意
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平成30年度　クレディッター申込書 C

ご ◉
◉

２２

※ FAX、メールでの申込は受付ておりません。

※ 上記の個人情報は、当協会が行うクレジット審査業務能力検定制度事業に係るご案内の発送、申込責任者管理、連絡事務、
　 教材の発送、請求事務等に利用させていただきます。
※ 通信講座及び検定試験の案内、結果等の事務連絡は、ご本人が所属する会社の申込責任者を通じて行います。

リ

ト

リ

キ

（事務局記入）

※１．に○をつけた場合P１６の送付先の記入は不要です。

（事務局記入）

※１．に○をつけた場合P１６の送付先の記入は不要です。

電話番号 FAX番号

電話番号 FAX番号

H30C申込責任者記入用紙 A

※ P７の送付先をご確認してください。

会員関連企業及び業務委託先企業（非会員）における申込責任者

お申込ください。
お申込ください。

平成３０年
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※ 通信講座を修了して、試験のみ受験される方はこの申込書ではお申込できません。

1

2

3

4

※ FAX、メールでの申込は受付ておりません。

《クレディッター受講者》 会 社 名

リ

ト

リ

キ

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1/17（木） 20.仙台 31.東京①　　41.名古屋①　　51.大阪①　　
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡②

81.福岡①

20.仙台 31.東京①　　41.名古屋①　　51.大阪①　　
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡②

81.福岡①

20.仙台 31.東京①　　41.名古屋①　　51.大阪①　　
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡②

81.福岡①

20.仙台 31.東京①　　41.名古屋①　　51.大阪①　　
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡②

81.福岡①

1/18（金）

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1/17（木）
1/18（金）

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1/17（木）
1/18（金）

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1/17（木）
1/18（金）

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

注１）受験日及び受験希望地は、必ず1地区 印をおつけください。
注２）申込責任者一括と受講者個人宛は、受講料が異なります。

※ 上記の個人情報は、当会が行うクレジット審査業務能力検定制度事業に係るご案内の発送、受講者管理、連絡事務、教材の発送、
 請求事務等に利用させていただきます。

※ 通信講座及び検定試験の案内、結果等の事務連絡は、ご本人が所属する会社の申込責任者を通じて行います。

H30C受講者記入用紙 B

71.高松
90.沖縄

90.沖縄

90.沖縄

90.沖縄

71.高松

71.高松

71.高松
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平成30年度　シニアクレディッター申込書 S

ご ◉ ◉
◉

※ FAX、メールでのお申込は受付ておりません。

※ 上記の個人情報は、当協会が行うクレジット審査業務能力検定制度事業に係るご案内の発送、申込責任者管理、連絡事務、
　 教材の発送、請求事務等に利用させていただきます。
※ 通信講座及び検定試験の案内、結果等の事務連絡は、ご本人が所属する会社の申込責任者を通じて行います。

リ

ト

リ

キ

（事務局記入）

※１．に○をつけた場合P２０の送付先の記入は不要です。

（事務局記入）

※１．に○をつけた場合P２０の送付先の記入は不要です。

電話番号 FAX番号

電話番号 FAX番号

会員関連企業及び業務委託先企業（非会員）における申込責任者

２２

H30S申込責任者記入用紙 C

※ P７の送付先をご確認ください。

平成３０年

お申込ください。
お申込ください。
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《シニアクレディッター受講者》

S

会 社 名

リ

ト

リ

キ

※ 通信講座を修了して、試験のみ受験される方はこの申込書ではお申込できません。

1

2

3

4

※ FAX、メールでの申込は受付ておりません。

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1/17（木） 20.仙台 31.東京① 41.名古屋① 51.大阪① 71.高松
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡② 90.沖縄

90.沖縄

90.沖縄

90.沖縄

81.福岡①
1/18

1/17
1/18

（金）

（木） 20.仙台 31.東京① 41.名古屋① 51.大阪① 71.高松
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡②

81.福岡①
（金）

（木） 20.仙台 31.東京① 41.名古屋① 51.大阪① 71.高松
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡②

81.福岡①
（金）

（木） 20.仙台 31.東京① 41.名古屋① 51.大阪① 71.高松
12.札幌 32.東京② 42.名古屋② 52.大阪② 70.広島 82.福岡②

81.福岡①
（金）

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

申込責任者一括の場合は、記入しないでください。

1.  2.

－ －↑どちらかに○を
つけてください

注１）受験日及び受験希望地は、必ず1地区 印をおつけください。
注２）申込責任者一括と受講者個人宛は、受講料が異なります。

※ 上記の個人情報は、当会が行うクレジット審査業務能力検定制度事業に係るご案内の発送、受講者管理、連絡事務、教材の発送、
 請求事務等に利用させていただきます。

※ 通信講座及び検定試験の案内、結果等の事務連絡は、ご本人が所属する会社の申込責任者を通じて行います。

1/17
1/18

1/17
1/18

H30S受講者記入用紙 D
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記入してく
ださい。
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会員企業名

一般社団法人日本クレジット協会　御中

に参加

する

E

及び業務委託先企業

平成３０年
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ＴＥＬ　０３－５６４３－００１１（代表）　　ＦＡＸ　０３－５６４３－００８０
　　　　０３－５６４３－００１８（人材育成部直通）

〒１０３－００１６　　東京都中央区日本橋小網町１４－１　住生日本橋小網町ビル

※ お申込は、下記宛に郵送又はFAXにて送付してください。

お申込ください。

試験日１ヶ月前までにお申込ください。それ以降のお申込はできませんのであらかじめご了承
ください。

され

一般社団法人日本クレジット協会　人材育成部

申 込 数
シ ニ ア クレ ディッター テ キスト 組

ク レ デ ィ ッ タ ー テ キ ス ト 組

数量
（テキストのバラ売りはできません。）

平成30年度

・シニアクレディッターテキストには、クレディッターテキストもつきます。
リ

ト

リ

キ

（税別・送料込）

（税別・送料込）

８

１組　　３ ，０ ０ ０ 円

１組　　５ ，０ ０ ０ 円
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2018. 4.0600（C）

クレジット審査業務
能力検定制度のご案内

平成30年度

クレディッター  一般コース
通 信 講 座
平成30年8月～10月（３ヵ月）
受講申込締切
平成30年6月22日㈮ 
検 定 試 験
平成31年1月17日㈭／18日㈮

シニアクレディッター  上級コース

通 信 講 座
平成30年8月～10月（３ヵ月）
受講申込締切
平成30年6月22日㈮ 
検 定 試 験
平成31年1月17日㈭／18日㈮


